
(57)【要約】

【課題】超音波診断の重要情報であるスペックルの損傷

を防止するために、超音波映像の特性が反映されたハフ

マンコーディングテーブルを用いた超音波映像の圧縮方

法を提供する。

【解決手段】本発明によりハフマンテーブルで超音波映

像を圧縮する方法は、ａ）連続的に超音波映像の入力を

受け、前記超音波映像それぞれは、多数の画素を含む段

階と、ｂ）前記超音波映像の画素の特性を決定する段階

と、ｃ）最初の超音波映像からｎ－１番目の超音波映像

までの画素特性に基づいてハフマンテーブルをアップデ

ートし、前記ｎは、１よりも大きい整数である段階と、

ｄ）前記アップデートされたハフマンテーブルを用いて

ｎ番目の超音波映像を符号化する段階とを備える。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ フ マ ン テ ー ブ ル で 超 音 波 映 像 を 圧 縮 す る 方 法 に お い て 、
　 ａ ） 連 続 的 に 超 音 波 映 像 の 入 力 を 受 け 、 前 記 超 音 波 映 像 そ れ ぞ れ は 、 多 数 の 画 素 を 含 む
段 階 と 、
　 ｂ ） 前 記 超 音 波 映 像 の 画 素 の 特 性 を 決 定 す る 段 階 と 、
　 ｃ ） 最 初 の 超 音 波 映 像 か ら ｎ － １ 番 目 の 超 音 波 映 像 ま で の 画 素 特 性 に 基 づ い て ハ フ マ ン
テ ー ブ ル を ア ッ プ デ ー ト し 、 前 記 ｎ は １ よ り も 大 き い 整 数 で あ る 段 階 と 、
　 ｄ ） 前 記 ア ッ プ デ ー ト さ れ た ハ フ マ ン テ ー ブ ル を 用 い て ｎ 番 目 の 超 音 波 映 像 を 符 号 化 す
る 段 階 と
を 備 え る 超 音 波 映 像 の 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ｂ ） 段 階 は 、
　 ｂ １ ） 前 記 超 音 波 映 像 を 離 散 余 弦 変 換 （ Ｄ ｉ ｓ ｃ ｒ ｅ ｔ ｅ 　 ｃ ｏ ｓ ｉ ｎ ｅ 　 ｔ ｒ ａ ｎ ｓ
ｆ ｏ ｒ ｍ ， 　 Ｄ Ｃ Ｔ ） し て Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 を 生 成 す る 段 階 と 、
　 ｂ ２ ） 前 記 Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 を 量 子 化 す る 段 階 と 、
　 ｂ ３ ） 前 記 量 子 化 さ れ た Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 に 基 づ い て 前 記 画 素 の 特 性 を 決 定 す る 段 階 と
を 備 え る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 映 像 の 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 画 素 の 特 性 は 、 前 記 最 初 か ら ｎ － １ 番 目 ま で の 超 音 波 映 像 で 累 積 し た Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 の
発 生 頻 度 数 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 映 像 の 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 累 積 し た Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 の 発 生 頻 度 数 が ０ で あ る と き 、 前 記 発 生 頻 度 数 ０ を １ に 替 え る
請 求 項 ３ 記 載 の 超 音 波 映 像 の 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 は 、 同 一 の 量 子 化 パ ラ メ ー タ で 量 子 化 さ れ る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 映 像
の 圧 縮 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 映 像 圧 縮 方 法 に 関 し 、 特 に 累 積 頻 度 数 を 用 い た 超 音 波 映 像 の 圧 縮 方 法 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 １ つ の フ レ ー ム 映 像 は 、 数 百 ～ 数 万 個 の 画 素 か ら な る 。 １ 画 面 を 構 成 す る 画 素 の 数 は 、
解 像 度 に 影 響 を 与 え る 。 通 常 、 解 像 度 は 、 １ ０ ２ ４ × ７ ６ ８ ま た は ８ ０ ０ × ６ ４ ０ と 表 現
さ れ る が 、 こ こ で １ ０ ２ ４ × ７ ６ ８ は 、 横 に １ ０ ２ ４ 行 、 縦 に ７ ６ ８ 行 の 計 ７ ８ ６ ４ ３ ２
個 の 画 素 で １ つ の 映 像 が 構 成 さ れ る こ と を 示 す 。 従 っ て 、 画 素 数 が 多 い ほ ど 画 質 は 鮮 明 に
な る 。 １ つ の 画 素 は 、 明 度 、 彩 度 、 輝 度 な ど の よ う な 画 素 値 で 表 現 さ れ る 。 画 素 値 は 、 整
数 で 表 現 さ れ る 。 例 え ば 、 明 度 を ０ ～ ２ ５ ５ ま で レ ベ ル に 等 級 を 分 け て 表 現 す る 。 従 っ て
、 １ つ の 映 像 は 、 １ ０ ２ ４ × ７ ６ ８ 個 の 各 画 素 に 輝 度 、 色 彩 な ど の 画 素 値 が 対 応 す る 巨 大
な 行 列 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 多 く の 画 素 値 で 構 成 さ れ た デ ー タ を 効 率 的 に 転 送 及 び 格 納 す る た め に 映 像 圧
縮 方 法 が 用 い ら れ て い る 。 一 般 に 映 像 を 圧 縮 す る た め に 、 １ つ の 映 像 を 多 数 の ブ ロ ッ ク に
分 け る 。 ブ ロ ッ ク は 、 ８ × ８ 行 列 で あ る 。 例 え ば 、 １ ０ ２ ４ × ７ ２ ８ 行 列 を ８ × ８ の 正 方
形 の 行 列 （ ブ ロ ッ ク ） に 分 け る と 、 横 １ ２ ８ × 縦 ９ １ 個 の ブ ロ ッ ク に 分 け ら れ る 。 こ の ブ
ロ ッ ク は 、 映 像 圧 縮 の 基 本 単 位 で あ り 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ （ Ｊ ｏ ｉ ｎ ｔ 　 Ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ｉ
ｃ 　 Ｅ ｘ ｐ ｅ ｒ ｔ 　 Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ） 映 像 圧 縮 も こ の ブ ロ ッ ク を 基 本 単 位 と し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ の 符 号 化 過 程 は 、 入 力 映 像 が カ ラ ー イ メ ー ジ の 場 合 、 Ｒ Ｇ Ｂ 色 相 空 間 か ら 次 の
式 １ の よ う に Ｙ Ｃ ｂ Ｃ ｒ 色 相 空 間 に 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
・ ・ ・ ・ 　 式 １
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ フ ァ イ ル は 、 Ｙ Ｃ ｂ Ｃ ｒ の ３ つ の 成 分 の う ち い ず れ か １ つ の 成 分 （ 通 常 Ｙ 成 分
） の み を 格 納 し た り ３ 成 分 を い ず れ も 格 納 す る こ と が で き る 。 Ｙ 成 分 の み を 格 納 す る の は
、 ２ ５ ６ レ ベ ル の グ レ ー と し て 格 納 す る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 Ｂ Ｍ Ｐ 、 Ｐ Ｃ Ｘ 、 Ｇ Ｉ Ｆ の よ う な グ ラ フ ィ ッ ク フ ァ イ ル は 、 １ 画 素 の 色 を 示 す た
め に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 色 相 体 系 を 用 い 、 ３ 種 の 成 分 を い ず れ も 同 じ 割 合 で 格 納 す る の に 対 し 、
Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ フ ァ イ ル で は 、 Ｙ 、 Ｃ ｂ 、 Ｃ ｒ が 互 い に 異 な る 割 合 で 格 納 で き る 。 例 え ば 、 全 て
の 画 素 の Ｙ 成 分 は 格 納 す る の に 対 し 、 Ｃ ｂ 、 Ｃ ｒ は 、 全 画 素 の う ち 一 部 画 素 の み を 選 別 し
、 即 ち 、 ダ ウ ン サ ン プ リ ン グ （ ｄ ｏ ｗ ｎ 　 ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｉ ｎ ｇ ） し て 格 納 す る こ と が で き る
。 サ ン プ リ ン グ 間 隔 は サ ン プ リ ン グ 周 期 で 表 現 す る が 、 サ ン プ リ ン グ 周 期 は 、 各 成 分 の サ
ン プ リ ン グ 間 隔 の 逆 数 比 で 示 す 。 Ｙ 、 Ｃ ｂ 、 Ｃ ｒ を 全 て の 画 素 ご と に サ ン プ リ ン グ す る 時
の サ ン プ ル 周 期 を ４ ： ４ ： ４ と す れ ば 、 Ｙ 成 分 は 全 て の 画 素 を サ ン プ リ ン グ し 、 Ｃ ｂ 成 分
と Ｃ ｒ は ４ つ の 画 素 ご と に １ つ だ け を サ ン プ リ ン グ す れ ば 、 Ｙ Ｃ ｂ Ｃ ｒ の サ ン プ リ ン グ 周
期 は ４ ： ２ ： ０ （ ＝ ４ ： １ ： １ ） と な る 。 こ の よ う に 各 成 分 の サ ン プ リ ン グ 周 期 を 異 に す
る こ と に よ り 、 画 質 を 大 き く 低 下 す る こ と な く 、 デ ー タ の 量 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ダ ウ ン サ ン プ ル さ れ た 映 像 の 各 ブ ロ ッ ク を 次 の 式 ２ の よ う に 示 さ れ る 離 散 余 弦 変 換 す る
（ Ｄ ｉ ｓ ｃ ｒ ｅ ｔ ｅ 　 Ｃ ｏ ｓ ｉ ｎ ｅ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｆ ｏ ｒ ｍ 、 以 下 、 「 Ｄ Ｃ Ｔ 」 と い う ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
・ ・ ・ ・ 　 式 ２
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Ｄ Ｃ Ｔ に よ り ８ × ８ ブ ロ ッ ク の 最 左 端 上 段 に ブ ロ ッ ク の 平 均 値 で あ る Ｄ Ｃ （ 直 流 成 分 ）
値 が 位 置 す る 。 残 り の ６ ３ 個 の 数 字 は Ａ Ｃ 値 と 呼 ぶ 。 Ｄ Ｃ 値 は 、 ブ ロ ッ ク の 全 般 的 特 性 を
示 す 低 周 波 成 分 で あ り 、 Ａ Ｃ は 各 画 素 の 特 性 を 示 す 高 周 波 成 分 で あ る 。 特 に 、 Ｄ Ｃ 値 は 、
ブ ロ ッ ク 全 体 の 明 度 を 左 右 す る 非 常 に 重 要 な 情 報 を 含 ん で い る 。 図 １ は 、 本 来 の 映 像 の ８
× ８ ブ ロ ッ ク １ ０ を 示 し 、 図 ２ は 、 Ｄ Ｃ Ｔ が 適 用 さ れ た ブ ロ ッ ク 内 の 各 画 素 の 係 数 ２ ０ を
示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｄ Ｃ Ｔ が 適 用 さ れ た 係 数 を 定 数 で 分 け る 量 子 化 を 行 い 、 有 効 桁 の ビ ッ ト 数 を 減 少 さ せ る
。 量 子 化 は 、 Ｄ Ｃ Ｔ が 適 用 さ れ た 係 数 の 大 き さ を 減 少 さ せ 、 ０ の 値 を 有 す る 係 数 の 数 を 増
や す た め の も の で あ る 。 即 ち 、 量 子 化 に よ り 視 覚 的 に 重 要 で な い 情 報 は 捨 て ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 量 子 化 さ れ た ブ ロ ッ ク を ジ グ ザ グ ス キ ャ ニ ン グ し ［ １ ５ ， ０
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， － ２ ， － １ ， － １ ， － １ ， ０ ， ０ ， － １ ］ の 整 数 列 を 得 て 、 こ の 整 数 列 で ０ の 個 数 と ０
で な い 値 を ハ フ マ ン コ ー デ ィ ン グ テ ー ブ ル （ Ｈ ｕ ｆ ｆ ｍ ａ ｎ 　 ｃ ｏ ｄ ｉ ｎ ｇ 　 ｔ ａ ｂ ｌ ｅ
） を 用 い て ８ × ８ 行 列 を わ ず か い く つ か の ０ と １ の 組 合 わ せ に 減 少 さ せ る ビ ッ ト 列 の 圧 縮
を 進 め る 。 こ の よ う に 本 来 の ８ × ８ 整 数 行 列 が Ｄ Ｃ Ｔ 、 量 子 化 、 ジ グ ザ グ ス キ ャ ニ ン グ 、
ハ フ マ ン テ ー ブ ル を 用 い た コ ー デ ィ ン グ な ど の 過 程 を 経 る う ち に デ ー タ 量 が 甚 だ し く 減 る
よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 一 般 映 像 と は 異 な り 、 超 音 波 映 像 は 、 ス ペ ッ ク ル を 含 む 。 ス ペ ッ ク ル は 、 高 周 波
値 と し て 映 像 の 圧 縮 率 を 低 下 さ せ る 重 要 な 要 因 で あ る が 、 超 音 波 診 断 に 重 要 な 情 報 で あ る
。 従 来 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ 圧 縮 方 法 は 一 般 映 像 の 特 性 が 反 映 さ れ た 量 子 化 テ ー ブ ル 及 び ハ フ マ ン テ
ー ブ ル 用 い て 符 号 化 す る こ と に よ り 高 周 波 成 分 の ス ペ ッ ク ル を 損 傷 さ せ る 問 題 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 述 し た 問 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 の 重 要 情 報 で あ る ス ペ ッ ク ル の 損
傷 を 防 止 す る た め に 、 超 音 波 映 像 の 特 性 が 反 映 さ れ た ハ フ マ ン コ ー デ ィ ン グ テ ー ブ ル を 用
い た 超 音 波 映 像 の 圧 縮 方 法 を 提 供 す る こ と に 目 的 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 ハ フ マ ン テ ー ブ ル で 超 音 波 映 像 を 圧 縮 す る 方 法 は 、 ａ
） 連 続 的 に 超 音 波 映 像 の 入 力 を 受 け 、 前 記 超 音 波 映 像 そ れ ぞ れ は 、 多 数 の 画 素 を 含 む 段 階
と 、 ｂ ） 前 記 超 音 波 映 像 の 画 素 の 特 性 を 決 定 す る 段 階 と 、 ｃ ） 最 初 の 超 音 波 映 像 か ら ｎ －
１ 番 目 の 超 音 波 映 像 ま で の 画 素 特 性 に 基 づ い て ハ フ マ ン テ ー ブ ル を ア ッ プ デ ー ト し 、 前 記
ｎ は １ よ り も 大 き い 整 数 で あ る 段 階 と 、 ｄ ） 前 記 ア ッ プ デ ー ト さ れ た ハ フ マ ン テ ー ブ ル を
用 い て ｎ 番 目 の 超 音 波 映 像 を 符 号 化 す る 段 階 と を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 述 し た よ う に な さ れ る 本 発 明 は 、 均 等 量 子 化 パ ラ メ ー タ で 超 音 波 映 像 を 量 子 化 す る こ
と に よ り 、 相 対 的 に 高 周 波 成 分 に 該 当 す る ス ペ ッ ク ル 成 分 の 損 失 を 減 ら す こ と が で き る 。
ま た 、 超 音 波 映 像 の 特 性 が 反 映 さ れ た ハ フ マ ン テ ー ブ ル を 適 用 し て 符 号 化 す る こ と に よ り
、 超 音 波 映 像 の 特 性 を 損 失 さ せ る こ と な く 、 映 像 を 効 果 的 に 圧 縮 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 ４ ～ 図 ６ を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 多 数 の 超 音 波 映 像 の 入 力 を 順 に 受 け る （ Ｓ ４ １ ） 。 順 に 入 力 さ れ る
多 数 の 超 音 波 映 像 の う ち 、 現 在 の 超 音 波 映 像 を 多 数 の ８ × ８ ブ ロ ッ ク に 分 け た 後 、 各 ブ ロ
ッ ク に 含 ま れ た 画 素 の 画 素 値 を 離 散 余 弦 変 換 し て Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 を 求 め る （ Ｓ ４ ２ ） 。 画 素 値
は 輝 度 値 及 び 色 差 値 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 数 式 ３ の 定 義 に よ っ て Ｄ Ｃ Ｔ が 適 用 さ れ た 画 素 値 、 即 ち 、 Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 Ｓ ｖ ｕ を 均
等 量 子 化 パ ラ メ ー タ Ｑ ｖ ｕ に 分 け て 量 子 化 さ せ 、 量 子 化 さ れ た Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 Ｓ ｑ ｖ ｕ を 求 め
る 。 こ こ で 均 等 量 子 化 パ ラ メ ー タ Ｑ ｖ ｕ は 定 数 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
・ ・ ・ ・ 　 式 ３
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 式 ３ で ｒ ｏ ｕ ｎ ｄ （ 　 ） は 分 子 を 整 数 値 に す る 四 捨 五 入 演 算 子 で あ る 。
従 来 の Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ 圧 縮 の た め の 量 子 化 過 程 に お い て 、 ブ ロ ッ ク 内 の Ａ Ｃ 係 数 （ 高 周 波 成 分 ）
と Ｄ Ｃ 係 数 （ 低 周 波 成 分 ） は 同 一 で な い 輝 度 成 分 の 量 子 化 パ ラ メ ー タ ま た は 色 差 成 分 の 量
子 化 パ ラ メ ー タ で 量 子 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ は 、 従 来 技 術 に よ る 輝 度 成 分 の 量 子 化 テ ー ブ ル を 示 す 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 輝 度 成
分 の 量 子 化 テ ー ブ ル は 、 ６ ４ 個 の Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 に 対 応 す る ６ ４ 個 の 量 子 化 パ ラ メ ー タ で 構 成
さ れ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 低 周 波 成 分 の Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 よ り は 高 周 波 成 分 の Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 の 方
を 大 き い 値 の 量 子 化 パ ラ メ ー タ で 量 子 化 す る 。 即 ち 、 相 対 的 に 低 周 波 で あ る Ｄ Ｃ 係 数 ５ １
の 周 辺 に あ る Ａ Ｃ 値 よ り も Ｄ Ｃ 係 数 ５ １ か ら 遠 く 離 れ た Ａ Ｃ 係 数 の 方 を 大 き い 量 子 化 パ ラ
メ ー タ で 量 子 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ は 、 従 来 技 術 に よ る 色 差 成 分 の 量 子 化 テ ー ブ ル を 示 す 。 図 ５ の 輝 度 成 分 の 量 子 化 テ
ー ブ ル の 量 子 化 パ ラ メ ー タ の よ う に 従 来 技 術 に よ る 色 差 成 分 の 量 子 化 パ ラ メ ー タ は 、 低 周
波 成 分 の Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 よ り は 高 周 波 成 分 の Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 の 方 を 大 き い 値 の 量 子 化 パ ラ メ ー タ で
量 子 化 す る 。 即 ち 、 相 対 的 に 低 周 波 で あ る Ｄ Ｃ 係 数 ６ １ の 周 辺 に あ る Ａ Ｃ 値 よ り も Ｄ Ｃ 係
数 ６ １ か ら 遠 く 離 れ た Ａ Ｃ 係 数 の 方 を 大 き い 量 子 化 パ ラ メ ー タ で 量 子 化 す る 。 従 っ て 、 従
来 の Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ 圧 縮 の た め の 量 子 化 過 程 で は 、 高 周 波 の Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 に 対 応 す る ス ペ ッ ク ル 成
分 の 損 失 を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 で は 、 式 ３ に 示 す よ う に 、 同 一 ブ ロ ッ ク 内 の Ｄ Ｃ 係 数 と Ａ Ｃ 係 数 を 均 等 量 子 化 パ
ラ メ ー タ Ｑ ｖ ｕ で 量 子 化 さ せ る こ と に よ り 、 高 周 波 成 分 の ス ペ ッ ク ル 成 分 を 保 存 し 、 色 差
成 分 で 表 現 さ れ る カ ラ ー バ ー を 保 存 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 一 般 の 映 像 と は 異 な り 、 高
周 波 成 分 が 多 い 超 音 波 映 像 の 高 周 波 成 分 と 低 周 波 成 分 を 同 一 の 係 数 に よ り 量 子 化 さ せ る こ
と に よ り 、 ス ペ ッ ク ル 情 報 と 血 流 に 関 す る 情 報 の 損 失 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 現 在 入 力 さ れ た 超 音 波 映 像 が 最 初 の 映 像 か を 判 断 す る （ Ｓ ４ ４ ） 。 現 在 の 超 音 波
映 像 が 最 初 の 映 像 で あ れ ば 、 通 常 の ハ フ マ ン テ ー ブ ル （ Ｈ ｕ ｆ ｆ ｍ ａ ｎ 　 ｔ ａ ｂ ｌ ｅ ） を
用 い て 符 号 化 す る （ Ｓ ４ ５ ） 。 現 在 の 超 音 波 映 像 が 最 初 の 映 像 で は な け れ ば 、 即 ち 、 現 在
の 映 像 が ｎ 番 目 の 映 像 で あ る 場 合 、 ｎ － １ 番 目 の 映 像 に 用 い ら れ た ハ フ マ ン テ ー ブ ル を ｎ
－ １ 番 目 の 映 像 ま で の 特 性 を 反 映 さ せ て ア ッ プ デ ー ト す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ハ フ マ ン テ ー ブ ル を ア ッ プ デ ー ト す る た め に は 、 量 子 化 さ れ た Ｄ Ｃ 、 Ａ Ｃ 値 と こ れ ら の
値 を 表 現 す る た め の コ ー ド ワ ー ド と コ ー ド ワ ー ド の ビ ッ ト 数 、 即 ち コ ー ド ワ ー ド の 長 さ が
決 定 さ れ な け れ ば な ら な い 。 コ ー ド ワ ー ド は 、 該 当 映 像 で 各 画 素 値 、 即 ち 、 Ｄ Ｃ 値 、 Ａ Ｃ
値 の 発 生 頻 度 数 に よ っ て 決 定 さ れ 得 る 。 即 ち 、 ハ フ マ ン テ ー ブ ル で 頻 度 数 が 高 い 場 合 、 短
い コ ー ド ワ ー ド が 割 り 当 て ら れ 、 逆 に 頻 度 数 が 高 い 場 合 、 相 対 的 に 長 い コ ー ド ワ ー ド が 割
り 当 て ら れ る 。 輝 度 成 分 の 量 子 化 さ れ た Ｄ Ｃ 値 に 該 当 す る コ ー ド ワ ー ド の 長 さ は 、 ハ フ マ
ン テ ー ブ ル で 式 ４ の よ う に 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
・ ・ ・ ・ 　 式 ４
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 数 字 ０ 、 １ 、 ２ 、 １ 、 ４ は 、 ０ － ビ ッ ト 、 １ － ビ ッ ト 、 ２ － ビ ッ ト 、 ３ － ビ ッ
ト 及 び ４ － ビ ッ ト の コ ー ド ワ ー ド の 個 数 を そ れ ぞ れ 示 す 。 式 ４ に 対 応 す る 輝 度 成 分 の 量 子
化 さ れ た Ｄ Ｃ 値 は 、 次 の 式 ５ の よ う に 表 現 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
・ ・ ・ ・ 　 式 ５
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 量 子 化 さ れ た Ｄ Ｃ 値 「 ０ 」 は 、 １ － ビ ッ ト の コ ー ド ワ ー ド で 、 量 子 化 さ れ た Ｄ
Ｃ 値 「 ５ 」 及 び 「 １ 」 は 、 ２ － ビ ッ ト の コ ー ド ワ ー ド で 、 量 子 化 さ れ た Ｄ Ｃ 値 「 ３ 」 は 、
３ － ビ ッ ト の コ ー ド ワ ー ド で 、 量 子 化 さ れ た Ｄ Ｃ 値 「 ６ 」 、 「 ４ 」 、 「 ７ 」 及 び 「 ２ 」 は
、 ４ － ビ ッ ト の コ ー ド ワ ー ド で 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 式 ６ は 、 最 初 の （ ｎ ＝ １ ） に 入 力 さ れ る 超 音 波 映 像 の 符 号 化 に 用 い ら れ る ハ フ マ ン テ ー
ブ ル の 輝 度 成 分 Ｄ Ｃ の コ ー ド ワ ー ド 長 さ 、 Ｄ Ｃ 値 、 Ａ Ｃ の コ ー ド ワ ー ド 長 さ 及 び Ａ Ｃ 値 を
示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・ ・ ・ 　 式 ６
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 式 ７ は 、 最 初 に 入 力 さ れ る 超 音 波 映 像 の 符 号 化 に 用 い ら れ る ハ フ マ ン テ ー ブ ル の 色 差 成
分 の Ｄ Ｃ 値 の コ ー ド ワ ー ド 長 さ 、 Ｄ Ｃ 値 、 Ａ Ｃ 値 の コ ー ド ワ ー ド 長 さ 及 び Ａ Ｃ 値 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・ ・ ・ 　 式 ７
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 も し 、 段 階 Ｓ ４ ４ で 現 在 の 映 像 が 最 初 の 映 像 で は な い と 判 断 さ れ れ ば 、 ｎ － １ 番 目 の 映
像 ま で 累 積 し た Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 の 頻 度 数 を 求 め 、 次 の 式 ８ の よ う に ｎ 番 目 の 映 像 で の Ｄ Ｃ Ｔ 係
数 の 頻 度 数 と ｎ － １ 番 目 の 映 像 ま で の 頻 度 数 に 重 み 係 数 を 与 え 、 ｎ 番 目 の 映 像 に 用 い ら れ
る Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 の 頻 度 数 Ｆ ｎ を 計 算 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 数 ８ 】
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 ｆ ｎ は ｎ 番 目 の 映 像 で Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 の 頻 度 数 を 示 し 、 Ｆ ｎ － １ は ｎ － １ 番 目 の 映
像 ま で 累 積 し た Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 の 頻 度 数 を 示 す 。 重 み 係 数 α は 、 重 み 係 数 β と 同 じ か 、 ま た は
大 き く 決 定 さ れ 得 る 。 式 ８ か ら 分 か る よ う に 、 各 Ｄ Ｃ Ｔ 係 数 の 頻 度 数 は 、 次 の 映 像 に 用 い
ら れ る よ う に 累 積 す る 。 一 方 、 も し 計 算 さ れ た 頻 度 数 が ０ で あ る と き 、 頻 度 数 を １ に 替 え
て 該 当 ｎ － １ 番 目 の 映 像 に 生 成 さ れ て い な い コ ー ド ワ ー ド が ｎ 番 目 の 映 像 で 該 当 Ｄ Ｃ Ｔ 係
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数 に 対 応 し て 生 成 で き る よ う に す る 。 ｎ － １ 番 目 の 映 像 に 用 い ら れ た ハ フ マ ン テ ー ブ ル は
、 式 ８ に 従 っ て 決 定 さ れ た 頻 度 数 を 用 い て ア ッ プ デ ー ト す る （ Ｓ ４ ６ ｂ ） 。 こ の よ う に ア
ッ プ デ ー ト さ れ た ハ フ マ ン テ ー ブ ル を 用 い て ｎ 番 目 の 映 像 を 符 号 化 す る （ Ｓ ４ ６ ｃ ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 現 在 の 超 音 波 映 像 が 最 後 の 映 像 で あ る か を 判 断 し （ Ｓ ４ ７ ） 、 も し 最 後 の 映 像 で
あ れ ば 、 映 像 圧 縮 を 終 了 す る 。 し か し 、 現 在 の 超 音 波 映 像 が 最 後 の 映 像 で は な い 場 合 、 次
の 映 像 の 入 力 を 受 け （ Ｓ ４ ８ ） 、 映 像 圧 縮 工 程 は 段 階 Ｓ ４ ２ か ら 再 び 始 め る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 を 望 ま し い 実 施 例 を 通 じ て 説 明 し 例 示 し た が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 添 付 の 請 求 の 範
囲 の 思 想 及 び 範 疇 を 逸 脱 せ ず 、 様 々 な 変 形 及 び 変 更 が な さ れ 得 る こ と が 分 か る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 一 つ の 映 像 か ら 分 割 さ れ た ８ × ８ ブ ロ ッ ク の 例 を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｄ Ｃ Ｔ が 適 用 さ れ た ブ ロ ッ ク 内 の 各 画 素 の 係 数 の 例 を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 量 子 化 さ れ た ブ ロ ッ ク の ジ グ ザ グ ス キ ャ ニ ン グ を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 超 音 波 映 像 の 符 号 化 過 程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 輝 度 成 分 の 量 子 化 テ ー ブ ル を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 に よ る 色 差 成 分 の 量 子 化 テ ー ブ ル を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
５ ０ 、 ６ ０ 　 量 子 化 テ ー ブ ル
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【 図 ３ 】

(9) JP 2008-17472 A 2008.1.24



【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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代理人(译) 高田 守
高桥秀树

优先权 1020060061088 2006-06-30 KR
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摘要(译)

解决的问题：提供一种使用霍夫曼编码表压缩超声图像的方法，在该方
法中反映超声图像的特性以防止斑点损坏，这是超声诊断的重要信息。 
根据本发明的利用霍夫曼表压缩超声图像的方法包括：a）连续接收超声
图像，每个超声图像包括多个像素；以及b） 确定超声图像的像素的特
征，并且c）基于从第一超声图像到第n-1个超声图像的像素特性更新霍
夫曼表，其中n大于1。 该方法包括以下步骤：d）使用更新的霍夫曼表
对第n个超声图像进行编码。 [选择图]图4
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